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besummarizedinthisprelimimryrefX)rt.

1. TestsonthebuyliceoftheSeoulstrain

wereperformedwiththepr∝eduresd飴Cribedin

atxx)kof"MethodsforDeterminingResistanceof

Insectstohsecticides"publishedbytheU.S.

ArmyEnvironmentalHealthIah)ratory.Throt】gh

thetestsityasfound thatO･1形 J',P'-DDT
caused10.4% mortalityoflicein24hoursand

0.05% I),P'-DDT catsed3.3,%'mortalityinthe

samehours. Thisindicatedthatthetxxlylice

oftheSeoulstrainis.highlyresistanttoDDT as

comparedwiththeresultsontheOrlandolatD･

ratorynormalstrain.

2. Themortalityoftheadulttxxlylicewas

otxservedbyexfXX;ing.licetovariousconcentration

of♪.P'-DDT powderfor24hours･ Theresults.

indicated90.9%kiliwith20,形ofb.L''-DDT,56.5%

killwithlO% 38.1%,killwith5%,21.8% kill

with2.5% and3.7% killwith1.25%.LC･50was

thuscomputedtobe6.68% cor)centrationwith

Bliss'sprobitanalysismethod.

3. ThelicewerecontinuouslyextxSedtow00l

cloth patchesina50mlbeakerfor24hours.

ThepatcheswerepreviouslydustedwithPyrethrin

prepamtions(U.S.QM st∝kNo.5111･119Type

II)attwodifferentconcentrationsof18mgand9

mgpersqtJareinch,andthemortalityrateswere

m tedafter24hoursexposure.Theresultswer占

asfollows:8.5% killwith18mgpersquareindl;

58･4%killwith9mgpersquareinchThispTOVed
thatPyrethrinpreparationsaremoreeffective

thanwiththesafnedoseoflO%DDTagainstthe
DDT･resistantlice.

4. ResistanttestsweremadeofthehoじSe･且ies

oftheSeoul strainwiththemethodsdescribed

atx)vetxx)kandthe241hourmortalitywasCOunted
after15minutesexp6uretOP,I)'-DDTatrateof

10mgpersq.ft. Theresultshowed2.2,%'

motralityrate,whichcorrespondswithexperi･

mentaldataonNo.2resisbntflycolonyatthe

Orlando,Fla.,latx)ratoryoftheBureanofEnt0-

mology云ndPlantQuarantine.

OzttheSexuzLIDifferenceofSusceptibilityoftlleEoreAnⅡouSefly,MuscadoTneBtEcaL.,
toJI,j)I-DDT,γ･BⅡCandM8hthion.StudiesonhsecticideResistance･ofMedicalInsectsin

Korea･Ⅰ･YungfIanPAIR(De甲rtmentOfPreventiveMedicine& flygiene,S00-DoMedical
CollegeSeoulKorea). ReceivedOct.31,1959. Botyu-Kagaku,25,5,1960(withEnglish

resume.I9).

2･ イエバエ雌雄の P,〟-DDT,γ-BHC串よび Ahlathionに対する抵抗性の差異につい

て 韓国産再生昆虫の抵抗性に関する研究 第1報 白 永 沢 (韓国,'seoul,首都医科大学予防医学

教室)34.10.31受理

及びMalathionに対すろ抵抗性を時間一落下仰転虫率曲緑によって比較し,これら殺虫剤に対する

雌堆抵抗性の差をも究明した.

Ⅰ 括 一 宮

イエバエの殺虫剤抵抗性は Sacca20)Wiesmann15)

両氏により1947年イタ.)-とスエーデンにおいて最初

に報告され,その後世界各地でイエバエの抵抗性に関

する数多くの業銃が報告されている.中国産イエバエ

の抵抗性 につい七は1858年 Wheelerら18'が イエバ

エ体表面に直接殺虫剤浴紋を塗布してその中央致死

虫を求める所謂TopicalmethodによりSeoul系の抵

抗性を日本,琉球など.oイエバエの抵抗性と比較して

韓国産イエバエの抵抗性が比較的低いと報告した.普

た,著者は前掛こおいて,Seoul系イエバエの抵抗性

をオーランド正常系と比較した結果,韓国産イエバエ

の-DDT一抵抗性が著しく高い事をのべた. しかし.

韓国産イエバエに対する殺虫剤の効力を測定するにあ

たって,供試昆虫を薬剤に接触させた後の経過時間と

反応率の関係を観察した報告は末だない.

著者は本実験において,イエバ.Lが被詔後一定の興

布状隈と部分的麻時期を-て落下仰転し,年常状態に

立ちかえる串が出来ずに体位の平衡を喪失する所討

kn∝k-downを目按として夜毎後の時間と落下仰転虫

率を観察しSeoul 系イエバエに対する殺虫剤の効力

を測定した.また昆虫確雄の抵抗性差異にらいては一

般的に雌が雄より故い幌向は早くから知られていたが,
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長沢7'は雌雄抵抗性の相違を推計学的に分析して環椎

混合の状態において,殺虫剤の生物試畝を行う時は雌

雄性比をひとしくとる事を強調した.しかし,韓国産

イエバェの雌雄抵抗性の差異の様相も未だ知られてい

ないので殺虫剤による落下仰転の遅速を指標として雌

雄抵抗性の差異を追究した.

ⅠⅠ 実 験 材 料

供試殺虫剤 :本実験に使用した殺虫剤は,P,b'-DD

T(t∝hnicalgrade,mp.1080-109oC),r-BHC(te-

chnicalgrade),Malathion,(techpical grade)の三

軽である.

供試昆虫 :長沢8･9)の飼育法により, 豆腐柏に米糠

および酵母を混和したものを幼虫培基とし,牛乳で飼

育したイエバエ (Muscadomestz'caL.)の羽化後4

-5日経過した体躯の均等な位全な成虫をえらんで実

験に供した. イエバエは Seoul郊外で採袋して数代

累代飼育した系痕である:

ⅠⅠⅠ 外部形態によるイエJ<エ雌雄の区別

羽化した個体群を 10oC以下の低温に放置して寒冷

柿酢処置をして1匹ずつ次ゐ様な形態的特徴によって

両群を分けた.

1. 紐 fronsの幅 :確は雄にくらべて.複眼間の幅

が甚だ広く,額と複眼とはその色彩が判然と異るため

この部分の目測たよって雌雄をたやすく鑑別する事が

できる.長沢10)が測定した敬幅の改帽に対する比は雌

は2.96,蛙は7.85である.

2. 腹部背板斑の紋 :雌は第 1背板が全体的に暗位

色に見え,黄2-第4背板は灰黄色に見える.第2お

よび務3背板には3条の暗色縦条紋があり,第4背板

には不明瞭な2条の暗色縦条紋がある.

雄は第 1-務2背板が全体的に砥粒色に見え,館3

-第4背板は灰黄色をあらわし3条の暗色縦条紋があ

ち.

3. 腹部腹板の形懸 :腹板の形憶と色彩により,雌

雄を鑑別する事ができる.確は股板のさきが成分とが

っており,その色彩はほとんど白色t･ある.雄は腹板

のさきが幾分円味をおぴており,その色彩はほと{AJど

黒色である.

4.雌雄の大きさ:一般的に雌は雄にくらべて大

きい.長沢7)のイエバエ体長計汎結果によれば, 雌は

81.647土0.281,雄は~80.323土0.303(1unit-0.0098

mm.)(測定季節は6月)である.

IV 実験装置および方法

供試昆虫を放ち入れて殺虫剤に.曝露させた容掛 二は

7ル-ツ･ヂヤー (fmitjar)を使用した.各殻申剤

6

を0･1,00'ァセ トン搭紋に作F),こJl:をフJt,-ツ.･ヂヤ

ーに 6.25cc注入して,ヂヤーを水平,垂屯両方向に

廻転させつつアセ トンを完全に揮発させ容器内壁に殺

虫剤が均等に夏毛田するようにした.このように操作す

るとき容船内壁には殺虫剤が ft2 当り25mgが附宕

する比率となる1).

上述の処理をした容掛 こあらかじめ分離しておいた

嘩堆両群を別々に放ち入れ,ヂヤ-の開口部には忌避

剤 benzylbenzoateを含ませた折紙を被せて薬剤附

宕面にのみ イエバエ軒立ち止らせた, このヂヤ-を

2rC に調節した貯卵掛 こ納め一定の時間を但いて

permanentlossofequilibrium 19)におちいった,即ち

落下仰転した個体数をしらべた.

Ⅴ 実 験 結 果

各殺虫剤に接触後の経過時間と落下仰転虫率の関係

を示せば舘 1安め如くである.そして一旦桝 をおこ

して仰転した個体は蘇生する事なく数時間後には一様

に死滅した.
I

ノ1,,L)'-DDTの致落下仰転効力 :雌は接触後20分 が

経過してから落下仰転し始め,その落下仰屯虫率の変

化は雄にくらべて甚だ緩慢で80分を前後して50%が落

下仰転t,た.蛤は接触後20分で15%が落下仰転し,40

分たは50%以上が落下仰転し-たi60分後は,時間の経

過につれて落下仰転虫率の上昇が綬恒にあらわれた.

∴ γ-BHCの致落下仰転効力 :雌は接触後10分が経過

してから落下仰転し始め.50分が経過した後50%が落

下仰転した.その後は時間の経過につれて落下仰転虫

率が急敵に上昇を示した.

雄は10分以前から落下仰転し始め,40分に至って50

-%以上が落下仰転し,60分に至ってほとんど''全部落下

仰転した.

Malathionの致落下仰転効力 :雌は6分経過してか

ら落下仰転し始め,18分経過したのち50%が落下仰転

し,40分に至iて全部落下仰転した.1雄は6分以前か

ら落下仰転し始め,15分に至って50%以上が落下仰転

し33分に至って全部落下仰転した.

ⅤⅠ 考 察

各殺虫剤の毒物学的効果および雌雄抵抗性の芸界の

比較を精密にするため,̀Blissの1･ロビッ ト変換法を

環 1表の成約に適用して時間一落下仰転虫率の関係

を回帰方程式 y≠5+b(i-m) にもとめた結果は第2
表の如くであり,これをえがくと第 1回,第2図の如

くである. ここでえられたすべての回帰方程式は x2
換定の結果 Pr>0.05となる.即ち,観測値と回帰直

線は抽出誤差の範囲内で⊥致しているといえる.磨2

裳において､bは作用係数で,,lここでは致落下仰転硯率
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Table1. Time(T)-kn∝kdownpercentYoffemaleandmatehousefliesexpsed
tothedepositsofinsecticidesat25mg/fte

Chemicalsubstances タ,〟-DDT

591斗一志斗TIOlt.;I
T-BHC I Malathion

-5品-上蓋｣篭 LI÷ 上蓋寸 等 !

Malathion

76543
JC.S)!qoldu!

aBdltlaUJaduJhOpPOu出

I),P
'-DDT

0.70.80.91.01.11.21.31.41.5 1.41.51.61.71.81.9 1.31.41.51.61.71.81.92.02.1

Timeinlo節rithms,i

Figン1. Time.knockdownregressionlinesofadultsofthecommonhouseRy(MuscadomesticaL.)
obtairledbyvarioLSinsecticidalapplications.(Hollowcirclesmale,sblidcirclesfemale.)

F.S一!qOJdtz!
品quauladuJhOpPOuH

二

二三二
0.80.91.01ユ1.21.31.41.51.61.7I.8I.92.02.1

Timeinlogarithms,∫

Fig.2. Relationbetweentimeandaverage
knockdown percentagesofbo也lSexesOfthe

commonhoqseRy(MuscadomesLz'caL･)obta
inedbyvariousinsecticidalapplications.-+-Mahthion, 1-0- r-BHC,

-0- 9,f･'-DDT

となり,もとむる回帰iEi緑の角係数である.その逆数

1/b-Qは変換された抵抗性の正規分布曲緑の標準偏

差である..この Uの値が小さい程,すなわち項線の

勾配が急である程時間の経過につれて落下仰転虫率

が急速に上昇する事をあらわす.1mは致落下仰転虫率

分布曲線の中央値の対数であり,'その道対数岨 M-

log二Im は中央致落下仰転時間である.

本突放でえた回帰直線のbの値を見れば. T-BfIC

が最も大きく, すなわち rBfICはその回付宙線 の

勾配が最も大きく, 次は Malathionであり, JI,P'-

DDTは最もその致落下仰転能率が緩没で T-BHC と

の差異は疏著である. タ,P'-DDT に被布した雌雄と

r-BHCに被毒した雌はおのおの 1-1.88,1.72,1.68

附近に臨界点を有して,第Ⅰ,第Ⅰの南回帰線に分れ

ているので P,L)I-DDT による雌椛の M は弟Ⅰ回帰

方程式から T-BHCによる確のM は･55Ⅰ回帰方程式

からもとめた.確雄の中央致落下仰転時間を以てその

抵抗性を代表せしめ雌雄の数値を比校して見れば,雌

7
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有するイエバエの殿田の去角皮の 1ipo王d含有虫は正

常イエバエにくらべて30-40%多いといい,Reiff17)

I享感受性 ィ.エバ工の中でも,早く由下仰転した桐陣

は,生存個体にくらべて,その鉄郎により多くの遊駐

Iipoid及び proteinが検出されたとのべている. か

ように,雛払内 lipoidの多罪を以って殺虫剤の良人 ･

に対する防禦機転を説明しているが, 長沢7)の実験結 .

采をみれば,脂肪含星が必ずしも拡抗性の田を捕成す

るとをまいネない.解詔践転に関しては Perry らIIP

および Sternb-Jrgらl‡)はイ●ェバ工の DDT一抵抗性系

は吸収された DDTせ脱塩敢作用によってDDEに変

換する事を報告してお･り, また Sternb･Jrgら14)紘

DDTが DDEに変換する過程には DDT-dehydroI

chloT;naseが関与すると報告した.以上のように,体

脳の大小の外,.雌雄の表角皮の理化学的性質の差,体

脂肪含畠の多少,被超物に対して解毒的に作用する体

内酵素系の相違等がこのような感受性の差異をもたら

すものと推糾される.

雌雄平均落下仰転虫率と時間との関係でえた中央致

落下仰転時間は Malathionは15.90分,γ-BHCは

43.27分,Z･,P'-DDTは51.41分の唄序であり,TIBHC

は Malathionの127.2倍,P,L･'-DDTは Malathion

の3.23倍,γ-BHCの1.2倍,その時間が長かった.

なおオーランド正常系は蝉位両税当り本実験と同虫の

j･,L･'-I)DTに曝露された時, 70%致死時間 (LT-70)

は1.8分を示している4).

VII'捻 括 ･

著者は.Se'oul 系イエバエに対するP,♪′-DDT,γ-
BHCおよび Malathion-の致落下仰転効力および雌

雄抵抗性差異を実験観察して次の如き結論をえた.

-1) イエバエ雌雄平均落下仰転虫牢と被毒後経過時

間の関係でえた中央致落下仰転時間は Malathionは

15.90分,γ-BEICは43.72分,9,9'-DDT は51.41分

である. しかして r-BHC は Mala也ionの2.72倍

A,b'-DDTは Malathionの3.231g･,γ-BHCの1.2倍

その時間が長く,効力は Malathion,r-BHC,?.P'-

DDTの噸序である. -

2･ どの殺虫剤に対しても雌は雄にくらべて抵抗性

が強く,またその差異は殺虫剤の桂矧 こ従っておのお

の特異的である.中央致落下仰転の比を以って,その

差異を示せば,9.9'-DDTでは雌は雄より2.149階,

㍗-BHC●では1･335陪,Malathionでは1.431倍払いと

いえる. ■

R占Stlm占

n eproblemofcontro11ing兄y･tx)mediseasesstill

constitutesoneofseriousproblemsyettobesolved.

25 巻-I

Furthermore,themarkeddevとlop甲entOfflyresis-

tancetoinsecticidesasreportedhereandelsewhere

h3Sadded anotherdithculty tothecontrblof

dlsease.With regardtotheresistanceoftheKo-

reanhouseny,Wh eelereialfirstobserved,with

atopographicalmethod,thesusceptibility-ofthe

Koreanhouse爪iescollectedinSeoultoDDT.Lint

dane,DieldrinandMalathionduringtheperiod,
1955156,andfoundthattheSeoulstrainwasmore

susceptibleascompared,withstiaininJapanwhere

ahigh resisfancevlasshown. My ot冶erVation

'with 24･hour･mortality on thefly･resistaLnCetO

L1,9'-DDTin1958,indicatedthattheSeoulstrain

hasahigh degreeofresistanceth-dtCOrreSPnds

toflycolonyresistantNo.2attheOrlandolatD･

ratory,Fla.,U.S.A. IitheKoreanflieshave

thusdevelopedresistance,thatwhetherornot

theseinsecticidesaretobecontinuollSlyusedbe･

comesaseriousproblem'ofreconsideration.If也e

insecticidespresentlyusedcan notbereliedurx)n

for允ycontrol,immediatestepswouldbenece弘ary

to丘ndanothersubstitutesoranew methd of

･controllingvectors. Therefore,themorepr∝ise

knowledgeofthepresentstatusof瓜y-resistance

totheinsecticideswouldbetofagreatvaluein

establishingeffectivecountermeasures.Fromthis

standpoint,Iattemptedtostudymorein detail

thetoxicologiCal effectsofinsecticidescturently

usedin Korea,applyingthebiometriC甲lalysisof

theBliss'probitmethodontheexperimentaldata.

.Nextpertainingtothesexualdifferenceofthe

fliestotheresistancetoinSecticides,itisgenerally

understood thatthemalesIaremoreSusceptible

thanthefemales. Withoutanyconsiderationof

thesexratio,itisdj爪culttoarriveataclearcut

do組g.eOrtimeresponserelationfromexperiments
with insects.Therefore,theelucidationofsexual

in飢lenCeOnthesusc'eptibilityofthe瓜iesisalso

attemptedinthisexperiment.

Experimentalmethod:Theinsecticides,LI,J)'-

･DDT,γ-BHCandMala也ion,usedherewereall

･technicalgradeE/S.A.standard,andthest∝k

Aiesw,eretheSeoul straintrearingthrough several
generationsatthelatxmtory. Theadultswere

fedoncowmilkAndthelarvaeonamixtureof

bean･mrdscllmandbeeryeast. Healthyindivi･

dualsofudiform size5申ysafteremergencewere
usedforthisexperiment. Theinsecticideswere

.9
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allpreparedat･thesam6concentrationof0.1形
● .

acetonesolutions,'arxI6.25ccofeachsolution心as

applied:homogeneouslytotheinnersurfaceofajar

(Jar,springfastenedcap,specimen,1pint)allow･

lngthesolutiontoevaporateatr(刀mternPerature.

Theconcentrationofresidualinsecticidesonthe

innersurfaceofthesepreparedjarswascalculated

tobe25mgp甲 Squarefoot･

20adult月ieswereplacedinthetreatedjarfrom

aseriesofstockcagesinwhichthesexeswere

alreadyseparated.Thenumberofkn∝keddown

individuals･wSrecountedatsettimeintervalS･ It

wascon丘medthatallofthe允ies･knockeddown

onthebottomofthejarwerefounddeadafter

several■hours. Tables1,-2,3and4showLthe

resultsof也eexperimentswi也 ■relationbetween

thetime(T)andcumulativepercentageknockdown

Y.By transforming thecumulativepercentage

knockdown Ytoprobity,aidthetimeTtolog-

arithrni,theparam etersbftheequationoftime-

kn∝kdown-re.gression isodc6eS,y-5+b(T-i)

WerecalculatedaspresentedinTable5.

R由ults:Fromthisrexperiment,Onecandraw

thefollowingconclusions';

1. Themediankn∝kdowntimesOfmeadult

diesbyinSecticidesatthesameconcentrationJof

25mgpersquarefootare51.41min.byP,P'-

DDT 43.27min.byγ-BHC and15.90min.by

Malathion.

2. A marked.difference･intheresistanceto

theeffectsofinsecticideswasseentoexistbetween

themalesandfemales.Thefemale瓜iesaremore

resistantthanthemales?ndthesexualdifference

isver ycharacteristicac00rdingto也ekindsof

insecticides.lfthedifferenceisexpressedinterms

ofmedian knockdown times,.femalea主esare

2.194timesasiesistantasthemalesby2',P'-

DDT,1.335timesby'rBETCand1.431timesby

Malathion.
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